
新潟工業短期大学 自動車工業科 

入学試験の概要（令和6年度入学対象） 

 

入試区分 募集人員 出願資格 選考方法 

総合型選抜入試 15名 

①令和6年3月卒業見込み 

又は令和5年3月卒業 

②欠席20日未満  

書類審査・プレゼンテーション 

面接 

学校推薦型選抜入試 60名 

①令和6年3月卒業見込み 

又は令和5年3月卒業 

②成績概評C段階以上 

③欠席20日未満  

④指定枠に基づく 

高等学校長の推薦 

書類審査・課題レポート 

面接 

一般選抜Ａ 10名 ①高等学校卒業者等 

（令和6年3月卒業見込み
を含む） 

書類審査・課題レポート 

面接 

一般選抜Ｂ  5名 
書類審査・面接 

学力検査（数学Ⅰ・物理基礎） 

入試説明会への参加 

・総合型選抜入試に出願するためには、オープンキャンパス・学校見学開催時・個別 

 見学時などに行う『学校説明会入試説明会』に、必ず１回以上参加してください。 

・入試説明会終了後、申込みすることにより総合型選抜入試のエントリーが完了します。 

・各種ご相談は、随時電話やメールでお受けします。 

入試日程 

総合型選抜入試エントリー（説明会実施日） 出願期間 (締切日必着) 試験日 合格発表 
 

オープンキャンパス 
2/25(土)、3/18(土)、4/22(土)、5/27(土)、
6/17(土)、7/22(土)、7/29(土)、8/5(土)、
8/19(土)、9/2(土) 

9/11(月) ～ 9/25(月) 10/1(日) 11/1(水) 

  

学校推薦型選抜入試・一般選抜Ａ・一般選抜Ｂ 

日程 入試区分 

出願期間(締切日必着) 試験日 合格発表 学校推薦型 一般選抜Ａ 一般選抜Ｂ 

11/ 1(水) ～ 11/ 7(火) 11/12(日) 12/ 1(金) ○ ○   

11/13(月) ～ 11/20(月) 12/ 3(日) 12/13(水) ○ ○   

12/18(月) ～  1/10(水) 1/21(日) 1/31(水)   ○   

1/ 9(火) ～  1/22(月) 2/ 4(日) 2/14(水)     ○ 

2/ 5(月) ～  2/19(月) 2/25(日) 3/ 6(水)   ○   

2/26(月) ～  3/ 4(月) 3/10(日) 3/13(水)   ○   

入試区分        （入試要項は7月上旬から配布予定です） 

総合型選抜入試について 

総合型選抜入試 



 本学の建学の精神は「実学一体」です。これには「実用」と「学問」を一体として身につけ地域社会 

に貢献して欲しいという、建学者の願いが込められています。 

 本学ではこの建学の精神を踏まえ、『自動車工学に関する知識・技術を修得し、学問的情熱と実践力 

に富み、地域社会に貢献する技術者を育成する』を教育目的として定め、以下の項目を満たす学生に学 

位を授与します。  

⑴  幅広い教養に基づいた豊かな人間性を有していること。  

⑵  自動車整備士や電子制御技術者として活躍するために必要な知識・技能を有している こと。  

⑶  自己の専門性を高める努力を行い、修得した知識・技能を基に様々な問題の解決にあたる能力を有 

   していること。  

⑷  社会人としての倫理観と責任感を備え、地域社会に貢献できる熱意と素養を有していること。  

⑸  他人の意見に耳を傾け、自分の考えを口頭や文章によって的確に伝えることができる、コミュニケ 

  ーション能力を有していること。  

 本学は、「実学一体」という建学の精神のもと、自動車工学に関する知識・技術を修得し、学問的 

情熱と実践力に富み、地域社会に貢献する技術者の育成を目指しています。   

   このため、本学では次のような人に入学して欲しいと考えています。  

【求める学生像】   

・大学での学習に必要な基礎学力を有し、自動車及び電子制御に関する知識・技術を積極的に学べる人  

・自動車整備士や機械保全技能士・電気機器組立て技能士の資格取得に意欲的な人  

・社会人としての知識・教養を身につけ、自動車工学や自動車整備技術・電子制御技術を活かし社会 

 での活躍を目指す人  

新潟工業短期大学  

ディプロマ・カリキュラム・アドミッション・ポリシー 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成方針） 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）         

アドミッション・ポリシー（大学入学者受入方針）  

 ディプロマ・ポリシーで述べた教育目的を実現するために、次のことを意図してカリキュラム（教育 

課程）を編成しています。  

⑴  社会人としての基礎を築くことを目指して、「自然科学」や「社会科学」などの教養教育科目を設 

   置しています。  

     これらを通して学習方法の習得を行うとともにコミュニケーション能力を養い、広い視野と豊かな 

     人間性を兼ね備え、積極的に地域社会に貢献する人材の育成を図っています。  

⑵  自動車工学や自動車整備技術・電子制御技術の修得には、基礎からの積み上げが大切です。  

     そのため、機械工学や電気電子工学を基礎から学びます。  

     また、演習や実験・実習科目も基礎から応用まで段階的に学習できるようにしています。  

⑶  知識を基にした応用力と実践力のある技術者の育成を目指し、実験・実習を重視しています。  

     レポートの作成を通して表現力と考察力を養います。  

⑷  これらの学修成果として、自動車技術コースでは２級自動車整備士、電子制御コースでは機械保全 

   技能士と電気機器組立て技能士の資格取得があります。     

     また、希望した職種への就職や進学があります。全員が資格を取得し希望した進路に進めるように 

     学習支援を行い、自己の能力が最大限発揮できるように指導を行います。  


